さぁ　１日のはじまりだ！
1　概要
　　日常生活の指導は，生徒の日常生活を充実させ高めることをねらって学校における日常生活の諸活動を適切に支援していく指導である。学校における日常生活諸活動は，登校，朝の着替え（衣服の着脱），朝の清掃，朝の会等があり，これらの諸活動を指導・支援し自立した生活を送れるようにするのが日常生活の指導のねらいである。

今回は，「昨日」「今日」「明日」の時間の関係がまだ定着していない生徒に対して繰り返し学習できる教材を考えた。そこで，朝の会で毎回学習する「カレンダー学習」に情報機器を取り入れてみた。情報機器は，生徒の実態に応じて活用することにより学習上の困難を克服させ，指導の効果を高めることが期待できる。カレンダーは，曜日と数字（月，日）から構成されている。この２つを対応させることにより，「昨日」「今日」「明日」という時間の関係が成り立っている。そこで私は，情報機器の特徴の1つである必要な情報を瞬時に提示や加工できる視覚的効果に注目した。それは，生徒の集中を持続させる効果があると期待できる。以上のことを考えカレンダーの提示用教材を作成し学習を支援することを考えた。
２　対象の校時

　　教科・領域：日常生活の指導

　　単　　　元：朝の活動

　　対　　　象：一般学級（知的障害）
　　校　　　時：毎朝１校時
　　
３　学習目標
(1)「昨日」「今日」「明日」という時間の関係がわかる。

(2)七曜と日付の関連付けができる。
(3)日常生活の基本的な習慣や知識を身につけさせる。

(4)集団生活に必要な態度や礼儀作法等を習得させる。
(5)１日の生活の見通しを持って活動する態度を育てる。

[image: image1.png]E] 77VE REE FEW HAQ BRQ UMD F-ROD UE0W  ALTH

-8

x

W B

1

2
3

5

4H3 9H2ZA
20044 9 Al 4
55 o il T H< XA
1 kK &

1

-
4
4

6 7

8

7S
2
9

11

13 | 14

15

[y

6

18

19

20 | 21

22

25

26

27 | 28

29

P

Q R

SEELE
EE L

avE-nan (X

Aot

FRTOIERR
1 IR
25T
3FUFT
AFURT

SFUIERT

6T ERT

e

Y | |




＊(1)と(2)は，教材を使用しての目標，(3)～(5)は，日常生活の指導の目標
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学
習

過　

程
	学習活動
１ 登校

・挨拶をする。

・玄関で上履きに履き替え所定の場所に置く。

・教室に移動する。

２ 学級活動

・連絡帳の確認
・体育着に着替える。

３ 朝の清掃

・机を廊下に出す。

・掃き掃除をする。

・雑巾がけをする。

・雑巾を洗い片付ける。

・手を洗い，机を運ぶ。
４ 学級の係活動
５ 朝の会

・はじめのあいさつ

・出席確認

・カレンダーくん
(Excelで作成した提示用教材使用)

・天気調べ

・今日の時間割
・献立の発表

・先生の話

・おわりの挨拶　
	教師の支援・評価の観点
・挨拶をしながら生徒の健康観察をする。

・各生徒教室まで安全に行くか見届ける。
　＊必要に応じて声かけをする。　

・生徒の連絡帳を読み，必要に応じて対処する。

・衣服の前後の確認をする。

・みんなで協力して清掃する。(必要に応じて声かけをする。)
・手を洗ったか確認する。

・自分の係活動をする。(必要に応じて声かけをする)
・元気よく挨拶をする。
・挨拶をしながら生徒の健康観察をする。
・欠席者がいるか確認する。

・生徒の実態に応じて表示する。

(曜日の前後を確認する)
＜評価＞
・「今日」「昨日」「明日」を質問し生徒の意思表示を待つ。

・今日の日付をクラスメイトや教師と一緒に大きな声で読む。

　(それぞれ色付けし確認する)
・生徒の実態に応じて休日等を確認する。
・外を見たり，説明しながら生徒の意志表示を待つようにする。

・生徒が今日の日程を理解しやすく説明する。

・イメージしやすいように色や食感などで説明する。

・今日の日程等の再確認をする。

・元気よく挨拶をする。

・今日もがんばるぞという気持ちを持たせる。


５　使用する教材・教具等

　　教師用PC（1台），プロジェクター（１台），移動スクリーン，チェックシート

　　移動スクリーンの代用としてホワイトボードを使用することもある。
６　実践の効果
　　・情報機器の視覚的効果を活用するので，生徒の興味関心を引き付けることができる。
・
７　リファレンス
・生徒個々の実態に応じて表示できる。
　 ＊画面上のパネルボタンをクリックすると，カレンダーの数字をランダムに非表示できる。

・繰り返し学習できる。

・「昨日」「今日」「明日」の表示を色付けして表示できる。
　 ＊画面上の各ボタンをクリックすると，選択したセルを塗りつぶすことができる。
・年，月を選択しそれぞれの月を表示できる。
・チェックシートを活用することにより，他教科と連携が取れ指導の効果を高めることができる。
・生徒に必要な情報提示が瞬時にできる。
＊このボタンで，カレンダーの数字を非表示・表示や選択したセルに色付けできる。

　


＊表示時








＊非示時








４　学習活動








